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要旨 

携帯電話は1980年代半ばから普及し、それ以来多くの機能が追加され携帯
電話で様々なことができるようになった。電話で直接話せる機能に加え、
インターネットとの接続は音楽を聞いたり、写真を撮ったり、SNSで
チャットやゲームができる機能など、今ではほとんどの人が携帯電話を持
ち私達の日常生活には欠かせない物になっている。その一方、携帯電話へ
の依存が社会的な問題にもなってきている。そこでこの研究では日本とア
メリカの大学生が携帯電話への依存に対してどのような見解を持っている
のか、その依存の要因は何か、についてアンケート調査を行った。その結
果,多くの人が1日に3〜5時間、または、6〜8時間も携帯電話を使用してい
ることがわかった。多くの人は、携帯電話で直接相手と話すより、SNS
メッセージやソーシャルメディアの閲覧に多くの時間を費やしており、コ
ミュニケーションの取り方が変わってきていることがわかっった。さら
に、携帯電話は音楽や検索などでリラックスができるものの、心理的なス
トレスも伴うことも明らかになった。 

 

はじめに 

携帯電話は日々の生活の中でより重要な部分になりつつある。どこでも人々は携

帯を使っている。私たちの研究を通して、私達はこの携帯電話依存の現象の真実を探し

求めている。私たちは、危険な携帯電話が物理的、精神的、社会的にどのようにできる

か知りたい。そこで、私達はアメリカと日本の多くの情報源を調査し、独自の調査を実

施した。この研究から、どのくらいの携帯電話が社会に損害を与える可能性があり、こ

れに対処するために何が行われるべきかがわかる。 

 

1. ​研究の重要性 

なぜこの研究課題にしたかというと私達は去年ビデオゲーム等にたくさんお金を

使いビデオゲームに依存していると思うが自分では携帯には依存していなと思う。しか

しどのぐらい携帯に依存しているのか調べたいとおもった。私達はいつも携帯を使って
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いますし、友達も携帯をいつも使っている。どうしてそんなに携帯を使うのか根本的に

調べたいと思ったからだ。 

 

2.​ 研究質問 

これは私たちの研究質問である。 

1) 日本とアメリカの大学生は携帯電話の依存に対してどのように考えているのか。 

2) 日本とアメリカの大学生が携帯電話を過度に使用する原因は何か。 

 

3.​ 研究背景 

3.1. 携帯電話の開発  

携帯電話がどのように発展してきたかを簡単にまとめると図１に示されているよ

うに携帯電話は1993年以前には固定電話のみとして使用されていいた。１９９３年か

らテキストメッセージや電子メール機能が導入され、２００１年には、第3世代の携帯

電話が改発された。２００２年にはダウンロード可能なアプリが使える最初のスマート

フォンが登場し携帯の使い方が一変した。２００７年には最初のアイフォーンが紹介さ

れさらに多くの人に使われるようになった (“cell phone Timeline,” n.d.)。 
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3.2. アメリカにおける電話所有権の割合  

 

図２はアメリカにおける電話所有権の割合を示したものである。 携帯電話の開

発が進むにつれて、固定電話のみを所有する人々の数が減少し、携帯電話のみを所有す

る人の数が増えていることが解る。また、固定電話の所有者の減少は２００１年より急

激に減少していることがわか(Thacker, M. , & Wilson, W., 2015)。 

 

3.3. 所有権と機能性 
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図３からもわかるように新しい機能が携帯電話に追加されるにつれて、人々は

徐々に携帯電話のみを所有するようになってきた(Thacker, M. , & Wilson, W., 2015)。

この図では２００１年が第３世代携帯の電話。２００２年に最初のスマートフォンが登

場し２００７年には最初のアイファーンが紹介され固定電話と同様にサマーとフォンを

所有する人が多くなったことが解ります。 

3.4. 時間の経過に伴う携帯電話使用の変化 

 

 

図４は時間の経過に伴う携帯電話使用の変化を図式化したものである。この図４

からわかるように２００２年にスマートフォンが利用可能になった。そして、２００４

年には初めて携帯電話を5時間以上使用することが「過剰」と見なされた(Khezhie, P., 

& Srivastava, A., 2016)。２００７年に最初のアイフォーンが紹介され、２００９年に

最初のスマートウォッチが紹介された。そして、２０１４年には携帯電話の9時間以上

の使用が「過剰」と見なされるようになった(Roberts, J. , Yaya, L. , & Manolis, C., 

2014)。 
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3.5. 携帯電話の所有者が最も使用するアプリケーション 

 

次に、携帯電話の所有者が最も使用するアプリケーションについて説明する。図

５からわかるように携帯電話には、テキストメッセージやインターネットアクセス、E

メール、音楽、ビデオ、アプリのダウンロード、など、電話以外の目的で携帯が使用さ

れるようになったことがわかる。(Duggan, 2013)特にこれらのアプリケーションの中で

もテキストメッセージが８０％と一番高い。 
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3.6. 年齢別使用率 

 

では携帯の使用を年齢別にみてみよう。図６は、携帯の年齢別使用率を示した物

である。この図からもわかるように若い世代は、テキストメッセージとインターネット

を最も使用することがわかる（図６参照）。しかし、５０歳以上の世代は若い世代ほど

携帯の機能を活用していないことがわかる(Smith, 2015)。 

 

3.7. 携帯電話の使用過剰 

ここで、携帯電話の使用過剰について述べる。先行文献情報にも示したように1

日あたりの使用時間が増加していることがわかった。例えば、２００４年にはじめて1

日５時間以上携帯を使用することは使用過剰と見なされた(Khezhie, P., & Srivastava, 

A., 2016)。しかし、２０１４年には9時間と長くなっている(Roberts, J. , Yaya, L. , & 

Manolis, C., 2014)。つまり、約１０年間で携帯電話使用時間はほぼ倍になったことが

わかる。携帯電話機能の増加は、その使用の増加に関連していることもわかった

(Khezhie, P., & Srivastava, A., 2016)。 
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3.8. 携帯電話の中毒の定義 

アメリカ中毒医学協会によると 携帯電話の中毒とは「脳の褒美」と「動機づ

け」と記憶の慢性疾患である(“ASAM Definition of Addiction,” n.d.)。また、米国国立医

学図書館ー精神医学の辺境による定義は行動依存性の代わりに衝動的な行動であると考

えられている(De-Sola Gutiérrez, Rodríguez de Fonseca, & Rubio, 2016)。この違いは

ASAMによる携帯電話の中毒と明確に定義されるが、米国国立医学図書館の携帯電話中

毒は中毒性のある衝動的な行動であるとしていることである。 

 

3.9. 携帯電話の中毒症状 

 

図７からわかるように携帯電話中毒の症状には身体的、ストレス、不安、鬱症状

に別れ、それにともなうさらに様々な症状があることがわかる(De-Sola Gutiérrez, 

Rodríguez de Fonseca, & Rubio, 2016)。たとえばストレスが継続を維持する必要性か

ら生じるものです。 

 

3.10. 携帯電話の中毒原因 

携帯電話中毒の原因に最初にあげられるのが、いつでも誰かと繋がっていたいと

いう願望から生じるものである(De-Sola Gutiérrez, Rodríguez de Fonseca, & Rubio, 

2016)。もう一つの原因は社会不安から生じるものである。例えば、携帯電話を使わな
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いと非常に重要な何かを見逃すのではという恐れが不安になることである(Hanson, L., 

2014, Nov 11)。いつも誰かと繋がっていたいという願望と社会不安が携帯電話の中毒

の原因になっていることがわかってきた(De-Sola Gutiérrez, Rodríguez de Fonseca, & 

Rubio, 2016)。 

 

3.11. 携帯電話中毒の影響 

では携帯電話中毒が及ぼす影響もストレス、社会不安、依存によるものであり、

この携帯の中毒原因と影響は負のサイクルである。携帯電話は、人とのつながりを保つ

という願望を作り出すと同時にストレスと不安の引き起こす。そして、これはインター

ネット中毒へと繋がる恐れもある(Ikeda,K. , & Nakamura, K. 2014)。新しい

Nomophobiaという病理 は携帯電話を持っていないことに恐怖症を感じる症状である。 

FOMO(Fear of Missing Out)は情報を逃すことに恐れを感じる症状である(De-Sola 

Gutiérrez, Rodríguez de Fonseca, & Rubio, 2016)。 

 

4. 研究 

 

4.1  調査対象 

この研究の参加者は日本の大学生２６人アメリカの大学生３０人、合計５６人で

ある。​性別は参加者のアメリカの男女の比率はほぼ同じでしたが 日本人の約８割は女

性である（図８参照）。学年別に見ると学年回答者の半数以上が大学3年生または大学

4年生である（図９参照）。 
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4.2 調査方法 

アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、オンラインでデータをあつめた。 
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 ５. 研究質問1 

研究質問１、「日本とアメリカの大学生は携帯電話の依存に対してどのように考

えているのか。」この研究質問に対し、幾つかの質問をした。 

 

5.1. 授業で他の学生が携帯を使うことについて、あなたはどう思いますか。 

 

この質問に対して、多くのアメリカの大学生は日本人の大学生より否定的に考え

ていることがわかった（図１０参照）。さらに細かく分析すると日本の４％が非常に効

果的としているのに対し、アメリカの学生はだれも非常に効果的であるとは答えていな

いことである。 

 

5.2. あなたは授業中に授業以外の目的のために携帯を使いますか。 
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この質問に対しては、アメリカの大学生と比較して、日本の大学生の方がより教

室で携帯電話を使用していることが明らかになった（図１１参照）。日本の大学生の約

25％がよく授業中によく携帯を使うようだが、アメリカの学生はあまり、又はめった

に使わないとを回答した学生が日本の学生より多い。 

 

5.3. 前の質問で「いつも」、「よく」、「時々」を選んだ方は授業中に携帯を使う理由

は何ですか。 

 

この質問に対しては、日米の大学生共に結果はほぼ同じだった。図１２からわか

るようにほとんどの人はメッセージに答えるため特に重要なメッセージに答えるためと

述べている。しかし、「重要なメッセージ」の定義は、人によってはかなり異なる場合

がある。 
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5.4. 以下のような経験がありましたか：「友達と一緒にいる時、皆はほとんど話さない

で携帯電話を使っている。」 

 

この質問に対しては、日本の学生もアメリカの学生も６割以上が経験しているこ

とがわかった（図１３参照）。アメリカの学生も日本の学生もそばにいる人との会話よ

りも携帯でそばにいない人とコミュニケーションをするか、そばにいる人を携帯によっ

て会話にいれるというコミュニケーションの仕方が変わっていることがわかる。 

 

5.5. 友達と連絡する時にどんな方法を一番使いますか。 
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友達と連絡する時にどんな方法を一番使うかに関しては、テキストメッセージが

アメリカで最も使われていますが日本は、ラインだった（図１４参照）。ラインは日本

でよく使われるアプリでアメリカではあまり普及しておらずその国によって使われれる 

アプリがあるが、ここではラインをどのように使っているかまでは調べていない。 

5.6. あなたがテキストメッセージを受けとった時、どのくらい待ってから答えますか。 

 

この質問に対しては、日本とアメリカの大学生はテキストメッセージを受けとっ

てすぐか30分以内に返信することがわかった（図１５参照）。しかし、アメリカの大

学生の方が可能な場合はすぐ返事をしたいと思っていることがわかる。 
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5.7. あなたは危険な状態で携帯を使うことがありますか。 

 

この質問に対しては、アメリカと日本の大学生はどちらも、そのような状況では

携帯電話を使用しないと回答した（図１６参照）。つまりどちらの国の学生も危ない状

況では携帯は使ってないと思っていることがわかる。 

5.8. あなたは他の人が危険な状態で携帯を使っている所を見たことがありますか。 

 

しかし、図１７からわかるようには他の人が車を運転している時や歩いている際

に使っているのを見たことがあると答えたのがほぼ90％という結果がでている。つま

り自分では使っている認識がなくても現実にはつかっていることがわかる。 
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5.9. あなたは毎日、携帯にどのくらいの時間を使いますか。 

 

この質問に対しては、アメリカの学生も日本の学生も一日あたりの携帯電話使用

時間は平均3-5時間である。 しかし、比べてみるとアメリカの大学生の方がもっと長く

携帯を使用している（図１８参照）。 

 

5.10. 他の人とやりとりをするために、あなたはどんな携帯アプリを一番使いますか？ 

 

図１９からわかるようにどんな携帯アプリを一番使っているかに関しては、アメ

リカではテキストメッセージとフェイスブックが主ですが日本ではラインがもっともよ

く使われている。 
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5.11. あなたは自分が携帯に依存していると思いますか。 

 

この質問に対しては、自分が携帯電話に依存していると考える大学生の差は約

30％であり、アメリカの大学生は、自分達が日本の大学生と同じくらい携帯電話に依

存していないと主張する。しかし、図２０からわかるように先ほども見せたように、平

均的にアメリカの大学生は日本の大学生よりも携帯電話を頻繁に使用している。 

 

5.12. 研究結果1のまとめ 

日本人とアメリカ人の両方の大学生が携帯電話を過度に使用している傾向がある

ことがわかった。そして、日米両国の学生が携帯電話の依存を否定的に感じていること

もわかった。アメリカ人の学生は電話をより長い時間使用している。しかし、アメリカ

の学生は、携帯電話の依存者であることを否定する傾向が高いことがわかった。大学生

のコミュニケーションの主要の形式はアメリカ人の大学生はテキストメッセジーとフェ

イスブックを主に使い、日本人の大学生はラインを主に使うと述べている。日本人とア

メリカ人の両方の学生は、携帯電話が常に危険な状況で使用されているのをよく見かけ

るが、どちらも危険な状況では通常携帯電話を使用しないと述べている結果が興味深

い。 
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6. 研究質問2 

次に研究質問２、「日本とアメリカの大学生が携帯電話を過度に使用する原因は

何か。」 

 

6.1. あなたは携帯を次のような状況で、どのぐらいの頻度で使用しますか？ 

 

この質問に対しては、アメリカの学生も多く使用するが、日本の大学生の方がア

メリカの大学生よりも頻繁に携帯電話を使用する傾向がある（図２１参照）。あまり日

本の学生はリラックスしたい時やソーシャルメディアに携帯を使っている。 

 

6.2. あなたが携帯を使う時、以下のような心理的な影響がありますか。 
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ではどうしてそんなに携帯を使うのだろうか。図２２からわかるように一番高く

上がったのがストレスである。人はストレスが高い時に携帯電話を使う傾向にあり。次

にあげられるのが憂鬱や不安である。 

 

 

6.3. リラックスするために、あなたは携帯にどのくらいの時間を費やしますか。 

 

リラックスするために、どのぐらい携帯を使うかについては日本の学生の方がア

メリカの学生よりラックスするために、より頻繁に携帯電話を使用している（図２３参

照）。日本人学生の38％が携帯電話をリラッすくするために2〜4時間使うが、アメリ

カ人学生の23％が携帯電話を2〜4時間使っている。 
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6.4. あなたはどのくらいの間、携帯を使わずにいられると思いますか。 

 

この質問に対しては、日本の学生とアメリカの大学生の答えにはあまり差がな

かった。一番多かったのが一日携帯を使わなくてもいいで、その次は一週間でなかった

（図２４参照）。一般的に、アメリカの学生の方が、日本の学生よりも携帯電話なしで

過ごせるようである。 

 

 

6.5. 頻繁に携帯を使うことに対してどう思いうか。 

 

図２５からわかるように頻繁に携帯を使うことに関しては日本の大学生は、携帯

電話を「人間のコミュニケーションを壊す」と見なす傾向がある一方、アメリカの大学

生は携帯電話で「 注意散漫になる 」という見解をしめした。  
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6.6. あなたはこのアンケートにどのような方法で答えましたか。 

 

この質問に対しては、両国の学生は携帯電話を使用した学生がコンピュータやタ

ブレットよりも多かったである（図２６参照）。しかし、日本の学生は携帯電話をアメ

リカの学生よりも20％多く使っている。 

 

6.7. 研究質問２の研究結果 

日本の学生もアメリカの学生も携帯電話に対して否定的な見方をしている。携帯

電話の使用はその国の文化的な環境に強く影響される。アメリカの学生は、携帯電話は

危険な状況で使用されているという見解がある一方、日本人は友達と一緒にいる時に頻

繁に携帯電話を使用しているので人間のコミュニケーションに悪い影響を及ぼしている

と認識している。さらに携帯電話を過度に使う理由は、ストレスや不安、鬱症状などか

らであるということもわかった。たとえば仲間からのプレッシャーにより即時に返信し

なければいけないと思うことなどがあげられる。その反面携帯電話は、音楽、ゲーム、

ビデオなどリラックスするためにも使用されることもわかった。 

 

7. 結論 

携帯電話は私たちに良い影響も悪い影響も与える。よい影響としてあげられるの

はコミュニケーションのスピードアップがはかられ、人とのコミュニケーションを保つ

ことがでる。一方悪い影響となるのは携帯でのコミュニケーションにより人間のコミュ
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ニケーションが薄くなることや注意の散漫に繋がることがあげられる。また携帯電話の

依存は、ストレス、不安、憂鬱に深く関係があることもわかった。携帯はとても便利で

今日の私達に生活にはかかせられない。しかしどんなに便利な道具も使い方により良く

もなり悪くもなりますから使用者の責任が伴うということをこの研究を通して学んだ。 

 

8. 研究の限界点と将来の研究課題 

この研究の限界点としては小規模な調査グループと特定の参加者地域からだった

ためこの結果を一般化することはできない。また将来の研究課題としてはより多くの大

学生だけでなく小学生、中学生、高校生にもアンケート調査に参加してほしいと思って

いる。また性別によって違いがでるか調べ、さまざま携帯の使用に関しても調査したい

と考えている。 
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